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昭
和
三
十
一
年
度
よ
り
昭
和
一
員
を
通
じ
減
員
の
年
次
計
画
を

一
場
一
周
一
四
十
二
年
度
ま
で
十
二
年
間
に
一
樹
立
す
る
。

ヤ

一

凧

一

五

一

、

三

三

九

千

円

の

赤

字

を

一

(
U
物
件
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の

f

役
一
印
一
平

3
h
o

一

一
丈
一
'Z
消

す

る

一

総

額

を

昭

和

三

十

年

度

当

初

を

行
時
町
一
昨
一
二
、
基
本
方
針
一
基
礎
と
し
漸
減
す
る
。

発

明

漬

-

一

1
一
行
政
規
模
の
合
理
じ
一
@
交
際
費
、
報
償
費
、
食
料
費

一

一

ィ

一

旅

費

、

そ

の

他

の

需

用

費

に

つ

(
安
定
一
一
砂
一
人
口
、
面
積
そ
の
他
の
事
情
一

一
j
一

一

い

て

は

更

に

節

減

を

図

る

。

信

膨

…

i
一
開
一
が
似
て
い
る
他
町
の
状
況
を
比
一

2
投
資
的
経
費
の
抑
制
と
節
減

一
一
較
検
討
し
町
の
財
政
カ
に
合
つ
一

一

一

補

助

事

業

は

国

庫

補

助

金

、

|
|
I
l
l
i
-
-
た
行
政
規
模
と
す
る
。
一

一

J

一
起
債
充
当
額
、
そ
の
他
特
定
財

色

鳥

島

込

‘

h

h

'

b

-

一
B
組

織

の

簡

素

合

理

化

一
一

長
B
-
f
p
E
F軒
F
L
i
p
A田
昌

}

h
申
告

FAL

一

一

源

主

慮

し

て

そ

れ

ん

¥

事

業

ー

ォ

ヰ

タ

日

英

語

ヨ

監

耳

目

望

到

ヘ

ー

ノ

I
A
持

当

時

一

町

長

の

事

務

部

局

、

町

議

会

一

鶴
見
離
J

事説
J

一

首

選

σJdF議
-

各

種

委

員

会

事

務

局

の

組

織

は

一

の

印

刷

れ

菩

詰

幻

喝
、
，
一
↓
本
年
度
を
基
準
と
し
極
力
筒
雫
一

h

‘

I

i

首

、

h

b

s

一
P
1
0

一
的
国
庫
補
助
を
伴
は
な
い
も
の

十

二

ヶ

年

で

赤

字

を

韓

宵

一

州

民

十

置

の

合

理

化

一

に

つ

い

て

は

、

極

力

こ

れ

を

抑

一

一

.3

一
一
う
を
-

d

街地
3
4

一

一

制

し

特

に

各

種

団

体

に

対

す

る

¥

!

1

J

一
事
務
室
と
職
員
定
数
を
再
検
一

一

一

補

助

交

付

金

は

こ

れ

を

療

止

し

-

一

討

し

そ

の

結

果

生

ず

る

過

員

は

一

「
1
1
1
1
i
l
l
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t
-
-
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-
l
l
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一

日

一

事

業

費

に

係

る

も

の

に

つ

い

て

一

地

方

財

政

再

建

促

進

特

別

措

置

法

第

四

僚

の

一

一

説

明

目

前

む

員

す

る

一

は

そ

の

事

業

内

容

を

検

討

2

一

↑

一

ー

ィ

一

名

年

度

に

お

け

る

町

費

支

出

の

一

規

定

に

よ

り

長

浜

町

財

政

再

建

計

画

を

次

の

一

一

と

一

一

日

誠

一

時

開

川

町

町

三

一

定

額

の

範

囲

内

に

抑

制

す

る

一

!

一

一

5

予

算

執

行

の

合

理

化

一

守
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-
-
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L

一

一

上

は

支

出

し

な

し

一
計
画
的
な
会
計
経
理
を
一
行
、
一

十

二

月

一

日

一

り

遂

行

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

一

支

の

確

保

に

努

力

す

る

¥

一

ιの他
の
経
費
の
抑
制
品

財

政

再

建

計

茜

承

認

な

る

一

間

関

前

告

解

消

に

つ

訂

品

川

一

日

時

を

節

約

一

則

明

性

聞

い

は

出

金

は

原

一
い
て
は
、
建
設
事
業
を
遂
行
し
一

1
言

リ

一

町

の

肇

所

は

一

山

主

制

作

制

限

与

一

ー

持

品

目

出

品

目

日

目

白

こ

の

よ

う

に

し

て

再

建

す

る

一

品

時

制

剣

山

軒

目

立

川

盟

国

持

制

下

を

唱

和

一

1

税

の

増

牧

と

確

保

日

一

る

こ

と

L
予
想
さ
れ
ま
す
が
地
一
三
十
年
当
初
を
基
礎
と
し
財
一
課
税
標
準
の
捕
そ
く
と
徴
牧

町
民
皆
様
の
御
協
力
を
得
過
一
謹

F
措
置
法
の
適
用
の
も
と
一
方
財
政
の
危
機
は
地
方
自
治
の
一
政
一
司
法
期
間
中
-
定
額
の
減
少
一
の
向
ょ
に
最
善
の
努
力
を
払
い

般
の
町
議
会
に
お
い
て
議
決
、
一
赤
字
解
消
に
の
り
だ
す
こ
と
よ
危
機
で
あ
る
こ
と
を
お
考
へ
い
一
を
目
途
に
漸
減
し
昇
給
は
各
年
一
税
収
を
確
保
す
る
。

承
認
申
請
中
で
あ
り
ま
し
た
町
一
な
り
ま
し
た
。
一
た
ど
い
て
こ
の
計
画
の
実
施
に
一
度
の
君
臨
基
金
総
額
の
範
囲
一
J

特
に
滞
納
務
理
に
つ
い
て
は

財
政
再
建
計
画
が
去
る
十
二
月
一
と
の
計
画
を
実
施
す
る
に
つ
一
何
卒
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
一
内
で
適
正
に
よ
っ
て
生
れ
る
財
一
行
政
措
置
を
厳
正
に
す
る
と
と

}
日
附
を
以
っ
て
承
認
と
な
り
一
き
ま
し
て
は
再
三
申
げ
上
て
お
一
ま
す
。
一
源
等
で
賄
ラ
。
一
も
に
税
経
相
談
、
蚕
資
格
刊
斡
等

い
よ

f
¥財
政
再
建
団
体
と
し
一
り
ま
す
よ
う
に
町
理
事
者
、
町
一
一
(
別
職
員
数
は
町
長
の
事
務
部
局
一
商
工
行
政
の
援
助
協
力
に
よ
り

て
指
定
さ
れ
地
方
財
政
再
建
促
一
議
会
、
町
民
、
三
者
一
体
と
な
一
一
、
財
政
再
建
の
期
間
一
町
議
会
、
各
種
委
員
会
事
務
職
一
税
源
を
維
持
し
っ
、
滞
納
税
の

『

-

a

'

一
月
一
日
住
民
登
録
制
度
が
発
足
一
日
以
内
に
、
変
更
屈
に
つ
い
て
一
の
み
に
よ
っ
て
、
市
町
村
で
は

二
十
主
コ
馬
喰
主
財
壌
内
Y

謡
曲
一
一
一
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
住
耳
、
そ
の
変
更
を
生
じ
た
日
か
一
四
刷
機
で
住
民
票
に
必
要
な
記
載

日
二

4
1
3
議

6
一
一
時
一
一
一
民
登
録
制
度
が

Z
E
E
-十
四
日
以
臣
、

2.国
一
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

一

一

寄

留

制

度

が

あ

り

ま

L
た
が
、
」
外
移
住
居
に
つ
い
て
は
、
日
本
一
り
ま
す
。
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一

(

そ

の

一

)

一

こ

の

制

度

は

手

続

が

煩

難

で

あ

」

内

地

に

お

け

る

住

所

を

去

る

以

一

役

ぉ

、

住

民

登

録

制

度

に

は

、

一

-

了

一

っ

た

た

め

制

度

本

来

の

使

命

を

一

前

に

そ

れ

そ

住

所

地

の

市

町

一

住

所

移

転

の

場

合

の

転

出

の

屈

発
一
私
達
は
、
誰
で
も
ど
こ
か
の
市
一
の
寸
岡
村
の
住
民
で
あ
る
こ
と
一
十
分
に
果
す
こ
と
が
C
き
う
一
村
役
場
(
出
張
所
管
内
は
出
張
一
出
の
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

回
一
町
村
内
に
一
定
の
住
所
を
も
っ
一
に
基
い
て
そ
の
証
明
が
な
さ
れ
一
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
し
そ
日
一
一
所
)
に
届
出
な
ケ
れ
ば
な
ら
な
て
れ
ば
住
民
の
負
担
を
で
き
る

一
一
て
お
り
ま
す
。
住
所
と
は
人
の
」
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
こ
の
寄
留
制
度
は
、
住
民
登
録
一
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
だ
け
窪
俄
し
、
転
入
地
に
屈
山
山

剛

一

日

日

刊

誌

立

肝

一

山

口

M
1時
計

沼

町

一

日

告

在

日

一

団

山

崎

諸

γ
時

五

品

一

日

当

日

明

白

川

内

日
吉
持
即
時
院
は
日
才
能
肝
片
山
口
は
れ
れ
に
一
易
な
届
出
に
よ
る
と
と
が
で
よ
帯
主
前
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
一
ま
す
。
し
か
し
現
在
、
市
町
村

。
一
の
で
ら
り
ま
す
が
、
私
達
の
日
一
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
り
ま
す
一
る
住
民
登
録
の
制
度
が
施
か
れ
一
な
い
と
き
は
、
世
帯
管
理
者
又
一
を
転
出
す
る
場
ム
口
に
は
主
食
配

則
一
常
生
活
の
上
で
こ
の
住
民
の
資
一
又
市
町
村
の
側
か
ら
見
ま
し
一
た
の
で
あ
り
ま
す
。
-
は
世
帯
員
の
各
人
が
こ
れ
に
代
一
同
刊
誌
計
一
一
!
日

mmm

u
一
格
か
ら
生
ず
る
権
利
。
義
務
と
一
て
も
右
に
述
べ
た
よ
う
な
日
常
一
住
民
登
録
制
度
に
お
い
て
、
住
一
っ
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
一

一

一

一

一

一

受

け

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

そ

今
一
い
う
も
の
は
極
め
て
多
い
の
で
一
の
事
務
が
能
率
的
に
、
そ
し
て
一
民
が
届
出
を
要
す
る
の
は
、
住
一
せ
ん
。
出
生
、
死
亡
、
帰
化
、
一

f

一

一

一

一

一

し

て

市

町

村

が

転

出

証

明

書

を

詔
一
あ
り
ま
す
。
例
へ
ば
、
主
食
の
一
正
確
に
行
わ
れ
、
住
民
に
十
分
一
所
の
移
転
に
伴
う
転
入
届
、
転
一
国
籍
の
喪
失
等
に
伴
っ
て
、
住
一
そ

和

一

一

一

一

一

発

行

す

る

場

合

に

は

そ

の

者

の

間
一
配
給
を
受
け
る
に
も
、
選
挙
権
一
の
ナ
l
ピ
ス
を
与
え
る
た
め
に
一
居
届
(
同
一
市
町
村
内
に
お
い
一
所
を
有
す
る
こ
と
L

な
っ
た
り
一

一

一

一

一

一

住

民

票

に

基

い

て

転

出

説

明

書

I
園
を
行
使
す
る
に
も
、
小
、
中
学
一
は
是
非
と
も
そ
の
市
町
村
を
構
一
て
住
所
を
移
転
し
た
場
合
)
変
一
住
所
を
失
っ
た
り
又
は
登
録
の
一

校
に
子
供
を
就
学
さ
す
に
も
、
一
成
し
て
い
る
住
民
の
一
人
〈
一

E
(世
帯
主
主
世
帯
の
構
↑
資
格
が
な
く
な

2
1
3一
に
必
要
な
記
載
が
な
さ
れ
る
と

生
活
保
護
を
受
け
る
に
も
又
市
一
を
確
実
に
把
一
躍
す
る
必
要
が
あ
一
成
が
変
っ
た
場
合
)
及
び
国
外
一
合
に
は
、
も
ち
ろ
ん
住
民
面
白
一
と
L
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

町
村
民
税
の
課
税
に
し
て
も
そ
一
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
市
一
移
住
居
の
四
つ
の
場
合
で
す
。
一
そ
の
旨
が
記
載
さ
れ
ま
す
が
、

の
住
所
が
基
本
と
な
る
の
で
あ
一
町
村
民
の
利
便
と
市
町
村
役
場
一
こ
れ
ら
の
届
出
は
、
転
入
届
、
一
こ
の
場
合
に
は
、
別
に
住
民
か

り
、
又
住
所
証
明
、
印
鑑
証
明
一
の
行
政
事
務
の
筒
易
ル
仙
の
必
要
一
転
居
屈
に
つ
い
て
は
、
新
ら
た
一
ら
件
一
民
登
録
法
上
の
届
出
は
要

を
貰
う
場
合
等
に
つ
い
て
も
そ
一
に
応
じ
て
、
昭
和
二
十
七
年
七
一
に
住
所
を
定
め
た
日
か
ら
十
四
一
し
ま
せ
ん
。
戸
籍
法
上
の
屈
出

り=使

完

済

を

図

る

。

一

し

、

そ

の

他

の

手

数

料

、

使

用

2
税
外
政
入
の
確
保
一
料
に
つ
い
て
も
極
力
増
取
を
図

法
令
に
よ
る
手
数
料
に
つ
い
一
る
。

て
は
そ
の
最
高
限
度
額
を
確
保
一

長浜町赤字現在
昭和初年度末 51 、339千円
町民平均宣担額
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五

三

一

円

一
人
当

の町(一)

帝王

世て

寺堤

4電

4哩

財政再建債の償還討轟
元歪

利子

2.402 
3.762 
3.351 
2.931 
2.605 
2.305 
1.998 
J .683 
1.362 
1.032 
697 
358 

24.486 

寺実

円千

2
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1
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2

2
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8
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0
0
9
5
2
4
3
2
4
9
3
3
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間
一
額
一
計
一

M
U
M
M
H
U
M
U
U
M
U
U
-
引

償

元金

1.000 
5.540 
5.640 
4.720 
3目820
3.940 
4.040 
4.140 
4.280 
4.360 
4.440 
5.080 

51.000 

51.000千円

未償還元金

50.000 
44.460 
38.820 
34.100 
30.280 
26.340 
22.300 
18.J60 
13.880 
9.520 
5.080 
0 
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昭和31年度
3 2 
3 3 
3 4 
3 5 
3 6 
3 7 
3 :3 
3 9 
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U
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合 計轟

歳 入 。
月度

331/ 
、ノ J 

区 分 昭和31 32 34 36 37 38 39 40 41 42 治い本

①税政入 27.966 27.909 27.864 27.859 27.859 27.859 27.859 27.859 27.859 
庁て計

27.859 27.859 27.859 のは両

①地方交付税 28.467 27.575 28.03B 28.578 27.861 26.360 24.932 22.926 21.318 19.978 19.78ヨ 17.744 認:京補は

①国県支出金 19.50o 9.472 9.055 8.835 8.657 4.292 4.123 3.951 3.775 3.596 3.415 3.231 を 助若等放 あく

①地方債 46.600 
得ま

一 4 
計で

①その他 9.892. 9.561 9.161 9.428 8.098 5.798 5.798 5.798 5.798 5.798 5.79ヨ 画も

歳入計 工32.430 74.517 74.168 74.700 73.475 64.309 62.712 60.534 58.750 57.231 56.860 54.662 変を支 源入財 基計本

歳 出 しが画
、/ て確で

①消費的経費 40.574 39.867 3ヨ.358 33.184 38.738 36.638 、 36.6ヨ8 36.6ヨ3 36.68ヨ 36.688 36.688 36.688 ゆもく 保 あ出り

の人件費 19.663 19.640 19.466 工9.229 18.846 17.796 17 _796 17.796 17.796 17.796 17.796 の 5次R まし

⑪物件費 工9.114 工8.614 17.279 17.279 工7.769 工7.279 1[:27ヨ 17.27ヨ 17、279 工7.279 17.279 17.279 で第て

工.797 1.613 工.613 1.613 1.613 1.613 1.613 1.613 l・613 1.613 1.613 1.613 
あ町特

り議it に
①投資的経費 23.99ヨ 9.6つo 9.142 13.595 工4.902 6.960 5.544 4.573 3.123 2.970 3.151 3.280 ま f受

ずの的資
①公債費 17.197 22.461 22.551 22.618 20.835 20.661 26.4ヨ0 19.273 工8.938 工7.573 17.015 14.694 

議決を 控費
④その他 54.168 5.258 4.272 3ヨ3 3J3 一
歳出計 136.937 77.186 74.471 74.70J 73、475 64.309 62.712 6J.534 5ヨ.750 57.231 56.86) 54.662 怨に

自つ

i歳入出差引額 ム3.507 ム2.669 ム 303 

出年次綜長浜町会計歳入歳
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気
守

4
e
}ま

{『
γ
7
4議
J
J
2
9
M
M
C

ャ
検
一

(二)

門

松

研

一

駿

し

門
松
に
代
る
新
し
い
気
持
で

、
新
年
を
迎
へ
ま

L
よ・フ

'キ一一一J

使
わ
ヂ
年
末
年
始
に
は
よ
く
我

国
森
林
の
実
状
を
認
識
し
て
お

互
に
そ
の
使
用
を
自
粛
す
る
と

か
門
松
等
に
代
る
新
し
い
風
習

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
真
に
住

み
よ
い
日
本
を
創
り
出
す
こ
と

だ
と
思
は
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

と
と
が
新
生
活
運
動
実
践
の
た

め
に
も
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り

本
自
粛
運
動
の
目
的
で
も
あ
り

ま
す
。

'!シ
F

4

一

回
一
一
一

胡
一
家
庭
裁
判
所
は
、
ど
ん
な
役
目
一
そ
の
縁
組
を
許
す
か
ど
う
か
を

や
一
を
果
し
て
い
る
か
。
一
き
め
た
り
適
当
な
後
見
人
を
選

一
家
庭
裁
判
所
は
、
家
庭
内
の
一
び
ま
す
。
と
れ
が
審
判
で
す
。

一
争
い
ど
と
を
受
け
持
つ
家
事
審
一
@
調
停
は

一
判
部
と
少
年
保
護
に
関
す
る
間
一
た
と
え
ば
離
婿
を
し
た
い
が
、

一
題
を
受
け
持
つ
少
年
審
判
部
の
一
な
か

y
¥話
合
が
つ
か
な
い
か

一
二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
一
ら
と
い
っ
て
調
停
の
申
立
が
あ

ヨ
一
@
家
事
審
判
部
で
は
一
り
ま
す
と
、
家
事
審
判
官
と
調

則
一
家
庭
内
の
い
ろ

f
¥
の
問
題
一
停
委
員
(
民
間
か
ら
選
ば
れ
た

引
一
に
つ
い
て
の
審
判
と
調
停
を
し
一
人
)
と
で
で
き
て
い
る
調
停
委

b
一

ま

す

。

一

員

会

が

夫

婦

双

方

の

言

分

を

よ

年

一

@

審

判

は

一

く

聞

き

事

情

も

よ

く

調

べ

て

、

間
一
た
と
え
ば
未
成
年
者
を
養
子
一
円
満
な
解
決
を
は
か
る
の
が
、

町
一
に
し
た
い
と
か
、
後
見
人
を
き
一
調
停
で
す
。

E
-
め
た
い
と
い
ふ
申
立
が
あ
り
ま
一
@
そ
の
手
続
は
-

す
と
家
事
審
判
官
が
よ
く
事
情
一
解
決
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と

を
調
べ
参
与
員
ハ
民
聞
か
ら
選
一
が
ら
と
事
情
を
簡
単
に
書
面
に

ば
れ
た
人
)
の
意
見
を
き
い
て
一
書
い
て
申
し
立
て
れ
ば
よ
い
の

家

庭少

光
を愛

年

を?

M

d

冶
，
，
二

'
a
j
h可

P

-
1
3
2
3守
4
1
7
7引
1
j
t
t
f
p，

)
主
人
九
日
U
M
Y
I
剣
道
へ
主
主
γ

慣
習
，

長。、ノ、，
J

明、

1 1 .135名

昭和三十一年九尽十五日現在で調整した

基本選挙人名簿肥よる長浜町の有権者数

は次表の通りである。

地区別 | 男 | 女 Lι宣一一l
長浜 I1. 765 I 2.055 I 3 .820 
.喜多灘 449I 472 I 921 
櫛生 I 786 I 848 I 1.634 
.出?毎 I. 340 I 429 I 769 
大和 I 908 I 990 I 1.898 
白滝 I1.014 I 1.079 I 2.093 

計 I5.262 I 5.873 I 11.135 

長浜町有権者数
。
家
事
相
談

家
庭
内
の
問
題
で
ど
ん
な
手

続
を
と
っ
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
と
と
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な

く
家
庭
裁
判
所
の
家
事
相
談
を

利
用
し
て
下
さ
い
。
又
審
判
や

調
停
で
き
め
た
こ
と
が
実
行
さ

れ
な
〈
て
こ
ま
っ
て
い
る
方
も

御
相
談
ポ
さ
い
。

。
少
年
審
判
所
で
は

あ
や
ま
っ
て
犯
し
た
少
年
(

少
女
も
含
む
)
や
、
犯
し
そ
う

な
少
年
に
つ
い
て
問
題
が
ど
こ

に
あ
る
か
を
診
断
し
、
そ
の
少

年
に
最
も
適
当
な
指
導
の
方
法

を
き
め
る
の
が
少
年
審
判
所
の

仕
事
で
す
。

申
立
は
書
面
で
も
口
頭
で
も

結
構
で
す
。

調
査
申
立
に
よ
り
家
庭
裁
判
所
調

査
官
が
そ
の
生
立
ち
等
す
べ
て

に
つ
い
て
く
わ
し
く
調
査
し
ま

す。・
審
削
こ
う
し
て
調
査
し
た
結
果
に

も
と
ず
い
て
裁
判
官
が
審
判
し

保
護
の
方
法
を
き
め
ま
す
。

お
知
ら
ぜ
板

ご
み
捨
場
い
ず

嬰
り
ま
し
た

車事lrfぬ先の杖

防犯に御協力下さい

昭
和
三
十
一
年
も
余
す
と
こ

ろ
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
、
年
の
瀬
と
も
な
れ
ば

色
々
の
犯
罪
が
発
生
し
ま
す
の

で
答
察
蛍
ぴ
に
防
犯
対
策
協

議
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
こ
れ

ら
の
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
、
位
陣
末
特
別
警
戒
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

年
の
瀬
が
近
く
な
っ
て
か
ら

長
浜
町
に
お
き
ま
し
で
も
、
色

々
な
犯
罪
が
、
ぼ
つ

y
¥発
生

の
き
ざ
し
を
見
せ
て
お
り
ま
す

乙
松
ば
ぬ
先
の
校
4

と
よ
く
申

さ
れ
て
居
り
ま
す
が
、
盗
ら
れ

て
な
く
よ
り
盗
ら
れ
な
く
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
皆
様
の

一
人

f
¥
の
、
そ
の
心
掛
が
、

犯
罪
防
止
の
最
大
の
防
壁
に
な

る
の
で
す
。
一
寸
L
た
気
の
緩

み
に
犯
罪
は
つ
け
込
ん
で
来
ま

長
浜
地
区

町
営
住
宅
補
充

入
居
者
決
る

仁
久
地
区
木
造
住
宅

入
居
許
可
者
村
橋
宇
太
郎

次
回
入
居
許
可
予
定
者
は

垣
見
金
次
郎

※ ※ ・さ※ ※ ・渓※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 

長長
浜浜
町町
一・防替
犯
部
対
策派
協
出
議
会所
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十
一
月
二
十
二
日

町
議
会
委
員
長
会

十
一
月
二
十
六
、
七
、
八
日

財
務
局
監
査

十
一
月
二
十
九
日

長
浜
地
区
敬
老
会

十
二
月
五
日

柴

地

区

敬

老

会

一

山

下

十

二

月

六

日

，

一

億

回

建

設

委

員

会

一

川

崎

十

二

月

七

日

一

d
H

白

滝

地

区

敬

老

会

一

立

石

公
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
一
今
村

会
(
長
浜
地
区
)

/

L

H

持

品

t
増
田

十
一
一
月
八
日

町
議
会
議
員
総
会

町
議
会
総
務
委
員
会

戒
川
地
区
敬
老
会

玉
井

沼町長
地主主

町 の便毎 第19号
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石
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旭
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の
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で
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長

浜

町
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次
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弘
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浮

上

安

是
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産

業
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宣
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長
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定

孝

安
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、
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時
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れ
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す

櫛
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良
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旭
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業
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方
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ナ
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か
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定

三

男

伸

遺

一

埋

め

つ

く

し

皆

さ

ん

の

御

協

カ

一

日

時

十

二

月

子

四

日

(

金

)

十

清

長

女

利

恵

一

た

野

高

吉

一

五

日

(

土

)

二

日

間

出

海

分

一

に

依

り

大

変

き

れ

い

に

な

り

ま

一

場

所

長

浜

高

等

学

校

講

堂

伝

長

男

義

隆

一

没

回

肥

一

し

た

の

で

、

今

後

一

は

絶

対

に

捨

一

①

一

般

の

方

の

参

観

は

半

四

日

弘

海

長

男

康

弘

一

増

田

清

て

な

い

様

に

し

て

下

さ

い

尚

役

一

正

午

よ

り

十

五

日

午

後

三

時

大

和

分

一

場

の

方

で

は

期

日

を

決

め

て

、

一

迄

主

一

宮

重

憲

二

男

博

一

山

口

喜

久

夫

消

毒

を

し

た

り

、

土

を

か

ぶ

せ

一

⑦

即

売

会

は

午

後

三

時

よ

り

一

二

一

一

浦

明

長

男

浩

三

永

沼

雲

号

、

致

し

ま

し

て

衛

生

上

遣

一

但

し

即

売

申

込

の

受

付

は

十

一

言

問

弘

長

男

康

亘

書

室

漏

の

な

い

様

に

し

た

い

と

思

い

一

四

日

午

後

よ

り

。

干

す

久

保

弘

畏

男

賢

司

一

池

田

一

ま

ず

か

ら

警

に

つ

い

て

は

く

す

賞

状

賞

品

の

授

与

式

は

十

五

円

遁

村

仁

志

可

三

男

信

行

一

久

百

五

れ

、

，

ぐ

も

御

協

力

下

さ

い

。

一

日

午

後

三

時

よ

り

。

古

ロ

満

男

二

女

さ

よ

三

須

藤

幸

信

i
i
j
i
l
-
-
i
l
i
a
'

一

-

白

滝

分

一

畑

山

久

雄

ォ

」

土

曜

間

昭

一

、

長

女

京

子

一

後

ぉ

瓦

に

近

所

隣

り

で

助

け

合

一

一

村

上

秋

吉

長

女

美

智

子

一

水

野

mm

わ
れ

r
y諮
問

一

一

一

一

門

一

進

ん

で

寸

城

博

愛

長

女

佐

智

子

一

目

内

一

十

小

西

長

幸

二

女

富

美

子

一

…

ね

ト

川

川

山

崎

山

叶

1
口

問

九

一

一

一

工

業

統

計

調

査

に

す

内

高

見

長

男

昇

山

v

一時

一

L
福

泉

寅

一

長

女

美

智

戸

一

燃

.

州

日

叶

保

守

送

ら

う

で

は

土

答

へ

て

下

さ

い

}

マ

死

亡

;

一

誇

日

一

-

一

本

庁

分

一

徳

山

一
外
出
前
ゃ
、
寝
る
認
に
は
も
÷
通
商
産
業
省
で
は
、
本
年
も
一
ぅ
法
律
に
よ
っ
て
個
々
の
事
竺
式
回
ム
メ
ヨ
二

-v

※

う

一

度

戸

締

り

、

火

の

始

末

一

十

二

月

一

手

一

日

現

在

で

、

工

一

所

の

申

告

さ

れ

た

内

容

を

他

ヱ

高

橋

ナ

ヨ

ノ

可

※

J
た
し
ぷ
ま
せ
。
一
業
統
計
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
一
漏
し
た
り
徴
税
の
資
料
に
は
、
一
富
永
八
十
太
郎

F

カ

ぅ

一

に

な

り

ま

し

た

。

一

勿

論

の

こ

と

統

計

上

の

百

的

三

門

田

清

右

衛

門

縦

二

府

議

や

色

々

の

犯

罪

の

被

害

一

こ

の

調

査

は

、

全

国

の

製

造

一

外

に

使

用

し

て

は

な

ら

な

い

L

沢
井
長
治
郎

総

に

か

与

っ

た

場

合

同

大

小

一

工

業

に

つ

い

て

、

従

業

者

数

、

一

と

に

な

っ

て

お

り

、

ζ

の

調

査

ニ

久

保

文

蔵

に
か
L
わ
ら
ず
必
ず
警
察
に
一
康
体
料
の
使
用
額
、
出
荷
額
等
一
票
の
取
扱
者
に
つ
い
て
も
曾
工
潜
水
空
間

届
け
ま
せ
ぅ
。
一
に
つ
い
て
詳
細
主
司
へ
、
製
造
一
き
め
ら
れ
た
者
以
外
は
取
扱
つ
一
吉
田
ヨ

ν

三
若
し
盗
難
被
害
に
か
L

っ
た
一
工
業
の
面
か
ら
わ
が
国
の
経
済
一
て
は
な
ら
な
い
こ
と
ま
で
厳
重
二
百
合
ハ
ル
コ

場
合
は
、
'
現
場
に
は
手
を
触
一
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
一
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
し
÷
喜
多
灘
分

れ
ず
急
い
で
届
け
る
こ
と
に
一
最
も
重
要
な
統
計
を
つ
く
る
た
一
不
正
確
な
申
告
が
あ
れ
ば
、
旦
藤
堂
幸
江

努

め

ま

せ

う

。

一

め

に

行

わ

れ

る

も

の

で

、

い

わ

一

来

た

統

計

表

日

誌

に

丞

べ

た

と

櫛

生

分

間
町
内
に
怪
し
い
人
物
が
立
廻
一
ば
製
造
工
業
に
つ
い
て
の
同
勢
一
う
な
目
的
に
使
用
さ
ね
る
際
三
小
森
ヨ
V

っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
人
相
特
一
調
査
で
あ
り
ま
す
。
一
れ
ら
の
人
々
に
不
正
室
な
問
土
加
納
ク
ニ

微
を
よ
く
見
て
お
い
て
隣
り
一
作
成
さ
も
た
苛
T
表

は

、

主

資

自

主

供

す

る

と

川

う

給

型

藤

本

角

太

郎

近
所
に
知
ら
せ
合
い
警
察
に
一
掬
産
業
行
政
よ
の
資
料
と
す
る

τ生
じ

引

こ

と

に

な

ワ

ま

す

土

東

本

卓

馬

大

和

分

も
屈
け
ま
せ
う
。
一
だ
け
で
な
く
、
国
の
諸
施
策
特
一
で
、
統
計
法
及
び
工
業
統
計
調
一
一

一

一

一

大

野

尊

久

主
犯
罪
に
関
係
あ
る
話
を
商
い
一
に
最
近
は
、
中
小
企
業
対
策
の
一
査
規
則
で
は
調
査
票
の
秘
密
一
三
上
回
選

た
場
合
は
J

進

ん

で

警

察

二

基

礎

資

料

と

し

て

、

ま

た

学

界

一

保

護

す

る

反

面

申

告

を

拒

ん

と

白

滝

分

届
け
お
等
協
力
し
ま
せ
ぅ
。
一
の
雲
間
分
折
、
そ
の
他
の
研
究
一
リ
ワ
ソ
の
皇
号
し
た
り
す
ご
大
野
重
口

六
暴
力
犯
罪
一
問
後
難
一
を
お
そ
一
資
料
と
し
て
も
広
く
利
用
さ
れ
一
と
統
計
法
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
一
山
下
繁
見

れ
る
こ
と
な
く
、
必
ら
ず
届
一
て
お
り
、
か
つ
我
が
国
の
経
済
一
る
と
と
に
・
な
っ
て
い
ま
す
。
一
菊
地
正
成

け
る
よ
う
に
致
し
ま
せ
ぅ
。
一
事
情
を
存
外
に
頼
、
介
す
る
た
め
一
な
お
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
一
日
野
ヤ
ヱ

-
の
具
体
的
な
資
料
と
し
て
も
使
一
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
一
一

七

交

通

事

政

を

防

ぐ

為

道

路

に

一

一

一

二

宮

浅

之

進

一
周
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
が
直
接
事
業
所
へ
御
依
頼
に
上
二

物

は

置

か

な

く

し

ま

せ

ぅ

。

一

一

一

湾

内

冨

-
こ
の
よ
う
な
重
要
な
意
義
を
一
り
ま
す
か
ら
期
限
内
に
正
し
い
一

も
つ
調
査
(
指
定
統
計
調
査
)
一
申
告
を
さ
れ
る
様
御
願
い
い
た
で
十
一
月
届
出
分

で
あ
り
ま
す
が
ら
統
計
法
と
い
一
し
ま
す
。

V

出

生

十
一
月
三
日

下
須
戒
地
区
敬
老
会

十
一
月
六
日

町
議
会
委
員
長
会

町
議
会
建
設
委
員
会

十
一
月
八
日

町
議
会
総
務
委
員
会

十
一
月
十
三
日

町
消
防
団
分
団
長
会

十
一
月
十
五
日

民
生
委
員
推
薦
会

十
一
月
十
六
日

公
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員

会
(
大
和
地
区
)

a
7
4・
L
T
l
F
A
7
a
9
1
1
1
h
f
E
4
j

J
一
久
晴
年
賀
は
が
き
が

ぞ
買
い
ま
せ
う

東
浦
門
口

己

の

牧

益

は

肢

体

不

自

由

児

の

無

料

相

談

や

慰

安

事

業

に

使

わ

れ

ま

す

グ

圏

興

す

統

計

本
庁
分

世
ノ
上
松
治
郎

友
沢
福
三
郎

山

下

忠

養

平
山
ハ
マ

浅
井
英
幸

常
浦
常
太
郎

久

保

照

美

稲

垣

敏

子-
喜
多
灘
分

藤

淵

三

尾
大
和
分

西

村

信

行

藤

本

利

笑

久

保

賢

司

裁

田

久

吉
白
滝
分

滝

野

数

子

石
山
清
太
郎

大

塚

ト

ク

十
、
十
一
月
出
生
五
八
人

死
亡
三
八
人

増

加

二

O
人

出
生
三
一
二
人

死

亡

一

七

O
人

増
加
一
四
二
人

1/ 

/ 

累

本
庁
分

三

男

嘉

春

長

女

法

江

長

男

育

男

三
女
え
い
子

二

女

恵

長
女
美
智
子

長

男

康

書

長

女

初

志

長

支

玉

子

畏
芳
習
昔
恒

三
て
』
J
A

南

川

市

再

」

二
月
叫
対
不

羽
an

孝
一
げ

受

沼

刀

傾

閣

時

ま
在
宅
ヲ
ワ
揖
甘
弘
山
一
一

長

息

遣

払

一

草
司
多
翠
ト
一

三
'
て
ぬ
予
一

櫛
ド
ド
ム
守
一

z-
一
宅
摺
刀
君
男
一

畏

芳

良

一

一

出
港
分
一

受

男

喜

主

一

国

民

支

哀

一

二
た
真
芸
子
一

三

芳

清

一

三

芳

去

最

ニ

長

男

信

二

団

長

男

占

ロ

史

大
和
分

二

女

静

子

長
男
誼
罰
則

白
魔
分

久

九

二

男

莫

二

国

恵

長

女

千

恵

美

区

一

二

男

厳

勇

長

男

勇

次

善

盛

長

男

喜

彦

死

亡

}戸、4・L

義
秋滋

司許 、

計

，
 

九

F
I
b句守b:、


